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2024年 5月号 

知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[確率論的（P）コンピュータ] 
 

東北大学と米国カリフォルニア大学サンタバーバラ校らの研究チームは、確率的なアルゴリズムを効率

よく実行でき、製造も比較的容易な「近未来版の確率論的コンピュータ」を開発したと発表しました。こ

の「確率論的（P）コンピュータ」とは、どのようなものでしょうか。 

 

１．確率論的（P）コンピュータとは 

 

「確率論的（P）コンピュータ」とは、確率性を伴う複雑な問題を省電力、かつ超高速に処理できると

される新概念のコンピュータです。複雑問題を処理するソフトウェア技術として用いられるのが「乱数ア

ルゴリズム」です。現在のコンピュータでは決定論的に動作するため、本質的には相性が悪く、計算に多

大な電力を費やします。そこで、ハードウェアのレベルで確率論的（Probabilistic）に振る舞うという「確

率論的（P）コンピュータ」が提唱されています。 

 

２．今回発表の近未来版の確率論的コンピュータと今後の最終形態 

 

（１）現行の半導体コンピュータ：確率的アルゴリズムを実行する場合に疑似乱数生成器を用います。こ

のため、回路面積と消費するエネルギーが大きくなります。 

 

（２）近未来版のコンピュータ：従来型の疑似乱数生成器を内蔵した半導体回路と、わずかな確率動作ス

ピン素子で構成されます。このため、製造は比較的容易だとしています。 

 

（３）最終形態のコンピュータ：多数のスピン素子で構成される「最終形態」は、今回、性能予測ができ

ました。製造技術はこれからとしています。 
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３．今後の期待 

 

AI計算は、多くの電力を消費します。それを超低電力で行えるコンピュータとして期待されています。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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